
第23回 全道高齢者ソフトボール大会 第24回全国健康福祉祭熊本大会予選会 
 
 
 

期日  開会式  ６月２５日(土) ～ ６月２６日(日) 
会場  農試公園野球場Ａ・Ｂ（札幌市西区八軒５条６丁目９５－２１） 
 
 
 
 

 
 



 

 
 

 
音更クラブは１回裏打者９人を送り「尾崎」三塁打を含む３安打によって４点を先制。３回には上
位打線の4連打を得点につなげ６点取り大差で初戦を手にした。シニア余市は「内藤」投手を打ち
あぐみ安打２本の貧打に泣き完封を喫した。 
 



 
札幌ハイシニアは１回二死後「矢野」二塁打から三連打し２点先制、２回・４回も安打５本により
４点を加点主導権を握り初戦勝利した。遠軽ドンマイズは４回無死「山下」「岡」の連続二塁打で
１点を返し、５回一死後「山下」３打席連続３本目の二塁打を含め３点としたが時既に遅かった。 
 

 
石狩ビックサーモンは１回１番「高橋」先頭打者得点とし、２回再び先頭打者から２連打出塁一死
後安打１本で２点を取る。５回は４番「菊地」の２点二塁打と四球・重盗・３安打による攻撃を行
い４点加え完封勝利した。芽室ベアーズは「田代」投手の前に内野ゴロ９・三振４・安打４本の記
録を残し完封された。 

 



 
準々決勝４試合の最後となった音更クラブは同点で迎えた３回先頭打者「田中」と「斉藤猛」二塁
打だけで２点を拾う。４回に１点差に詰め寄られて試合が一時中断し、再開の５回「齋藤」二塁打
出塁から勢いづき一挙４点奪い準決勝に進んだ。ミドルクレージー八雲は継投が思惑をはずれた結
果となった。 
 

 
札幌シニアは全員４７打席４３打数を２４本安打を放ち大量２５得点を挙げ準決勝に駒を進めた。
「佐藤」２打席連続３塁打打点７、「成田」二塁打３本打点５が大量点の原動力となった。シニア
石狩は「成田」投手から「重島」「金子」が安打し面目躍如とした。 
 

 
帯広クラブシニアは切れ目のない打線に物を言わせて毎回得点とし、２回は２番「佐々木」から７
連続安打を記録、４回で１６点を挙げ５連覇に向けて駒が一歩前に進んだ。札幌ハイシニアは「上
向」から「澤谷」と継投して応戦したが打撃力が及ばなかった。 
 



 
石狩ビックサーモンは１点勝ち越された２回裏先頭打者から３連続四球を選び、四球・失策・暴
投・３安打で７点を挙げ一気に逆転して試合を決め明日の準決勝への弾みとした。札幌西ソフトボ
ール倶楽部は１回・２回を暴投・捕逸を得点に絡めたが、投手の与四球９と制球に苦しみベスト８
で球場を去った。 
 

 
札幌シニアは４回４番「松山」先頭打者本塁打で同点とし、５回１番「伊藤」安打・２番「河内」
四球・３番「佐藤」安打で３者が出塁、犠打・敵失で生還３得点を畳み込んだ。「成田」投手が２
回裏「齋藤」に許した安打得点のみに抑えて決勝進出を決めた。音更クラブは１回を除く毎回三振
で好機を作ることが出来なかった。 
 

 



１回は互いに安打２本で２点挙げた。２回に２点勝ち越された帯広クラブシニアが５回に敵失２
個・暴投で２点を拾って瀬戸際に同点とした。６回よりタイブレーカーとなり無死満塁の好機に代
打「松田」三塁打で３点、内野ゴロで１点取り勝ち越し４点差とした。石狩ビックサーモンは６回
裏１点に留まり昨年同様決勝が遠かった。 

 

 
両者の投手戦は５回迄続き、札幌シニアは６回表先頭打者９番「川真田」二塁打出塁一死後「河
内」三塁打で１点、「松山」二塁打で２点目とし均衡を破った。７回は打者１０人送り二塁打２本
含めて５点が加わり先攻逃げ切り、７年振り２度目の優勝に輝いた。帯広クラブシニアは力尽き５
連覇を逃した。 

 
 
２６日(日) 交流試合結果 
 札幌西ソフトボール倶楽部 １０ 対 ３ 遠軽ドンマイズ 
   芽室ベアーズ         １７ 対 ５ シニア石狩 
 


